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Accelerometry-Derived Physical Activity Levels and Mortality in Hemodialysis Patients: A Prospective 

Cohort Study（加速度計で測定した身体活動量と血液透析患者の死亡率：前向きコホート研

究） 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

血液透析患者における身体活動量と全死亡との関連を明らかにすること。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

2019年6月から2020年7月に登録された日本人血液透析患者1,030名を対象に、3年間追跡する前向きコホート研究を

実施した。身体活動量（PA）は、ベースラインおよび1年後に三軸加速度活動量計を用いて測定した。評価項目

は、低強度身体活動（LPA）、中強度身体活動（MPA）、高強度身体活動（VPA）、および歩数であり、透析日と非

透析日に分けて評価した。地域在住成人は大宰府市調査（Dazaifu-City Survey）から抽出し、比較対照群とし

た。身体活動量の年間変化は混合効果モデルを用いて推定し、全死亡との関連はLASSOによる変数選択を併用した

Cox比例ハザードモデルにより解析した。 

ベースラインの身体活動量データが有効であった913名におけるLPA、MPA、VPA、および歩数の中央値［四分位範

囲］は、それぞれ192［128–263］分/日、70［26–169］分/週、0［0–0］分/週、1,832［680–3,822］歩/日であっ

た。年齢・性別で調整後、血液透析患者のLPA、MVPA、および歩数は、地域在住成人と比較してそれぞれ42％、77

％、73％低値であった。1年間の平均年間変化量は、LPAが−12.4分/日、MPAが−10.7分/週、歩数が−215歩/日であっ

た。 

追跡期間中央値3年間において、208名が死亡した。LPA、MPA、および歩数が低いほど死亡リスクは有意に高く、一

方でVPAと死亡との関連は認められなかった。最も死亡リスクが低かったのは、LPAでは216–262分/日、MPAでは

239–291分/週、歩数では4,294–6,045歩/日であった。LASSO解析では、非透析日におけるLPAが生存と最も強く関連

する身体活動指標として同定され、透析日に約200分/日と比較して、非透析日に約300分/日のLPAで死亡リスクが

最も低かった。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

血液透析患者において、非透析日における低強度身体活動（LPA）は、短時間であっても予後改善と関連してい

た。 

 




